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 ク・・フィルは,ヘモグワビンと同じく,ポルフイリyの誘導体であり,両者の色素部分の生
 合成の径路は,少くともプロトポルフイリy合成の段階までは,完全に共通である。ポルフィリ
 ン生合成の第1の中間体は,δアミノレプリン酸(以下δ一.ALAと略称)であり,その合成を
 触媒するδ一ALA合成酵素は,動物では有核赤血球,網状赤紐球,肝ミトコンドリアなどポル
 フィリン合成能の高い細胞成分に局在する。また急性ポルフィリン症などの代謝異常疾患では,
 δ一.ALA合成酵素活性の塔大することが,実験的に示唆されている(Urata&Gran土一
 ck,1965;M『yakoshi&Kikuch土,1965)。近年,微生物にお・けるポルフィリン生
 合成過程も,動物の場合と異らない事実が明らかにされ,特に光合成菌RhOdopseudomonas
 8Pheroides(以下R.8Pheroidesと略称)は,細菌ク瓜ロフイル合成の必要上,著し
 く高いポルフィリン合成能を持つことが示された。R,SPheroidesは通常嫌1気的に光条件
 で培養されるが,好気状態では暗条件でもよく生育する。ただし好気培養では本菌はク・ロフイ
 ルを合成しない。ところがこの好気培養翁を,同じく暗ではあっても低酸素状態にうつすと,ほ
 とんど菌の発育をともなわ左い条件でも急速にポルフィリン合成磨雛活性が高まり,クロロフィ
 ルを合成するように在る(Lasce■les,1959)。このよ5にR.spheroidesでは,環境
 条件によりク・・フィル合成能が署しぐ変動ナることが知られたため,ポルフィリン生合成の,
 特にその制御1,オ溝の解明に好適な材料として多くの研究者の関心を集めている。本蒲文は,好気
 暗培養菌を低酸素条件にうつした時に誘導されるクロロフィル形成と,ポルフィリン合成の基本
 酵素であるδ一ALA合成酵素活1生増大との間にどのような関連があるかについて検索した成績
 の報告である。
 R・SPheroidesの好気麟培養菌を,Lasce1ユesの培地1に乾重量5篇憂/mlの濃度に
 懸濁,その40!nlを100狛■の三角:フラスコに入れ,50℃,暗灸Fl二下でゆるやかに振戦を
 つづけると,ク口口7イノゆよびδ一ALA合晦尋綴{の形成が誘導され,クロロフィル含量は,6
 ～8時間で最高値に達する。一方δ一ALA合成酵素活性増大の経過はそれよりも速く,振艶聞
 .始後約90～120分でその晟大値に達する。これら両者の誘導的形成に対する培地組成の影響
 を検討してみると,ク・域:7イル合成に対して,特に鉄イオγが署しい効果を示すことが注目さ
 れた。すなわち,鉄イオンを除くと,ク・・フィルの形成は対照の約10%以下に低下した。し
 かしδ一ALA合成酵素の誘導は鉄イオン除去によってほとんど影響をうけず,このため培地中
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 には多量のポルフィリンが蓄積した。弔のととは,δ一ALA合成酵素の誘導とクロ・フィル形
コラ
 成の誘導とが,必ずしも同じ機構によって制御されるものゼはないヒとを示唆'している。次に培
 地への酢酸添加もまたク・ロフイル形成を著明に抑制したが,δ一ALA合成酵素の誘導は逆に
 若干促進された。同様の効果はクエγ酸添加によっても認められた。これらの事実も又,クロロ
 フィル形成の誘導には,δ一ALA合成酵素誘導と異る機構が関与していることを示唆する。
 次いで,各種の核酸および蛋白合成阻害剤がクロロフィル寿よびδ一ALA合成酵素の誘導的
 形成に与える影響を検討した。Ohloramphe助eo工およびAerif■avineは,クロロフ
 ィル,δ一ALA合成酵素の両者の形成をともに強く阻害した。Ac七inomy'cinの場合には
 本菌では膜透過性に制限があるため実際の阻害効果は小さく,ク口口:7イル形成・合成酵素の誘
 導は,それぞれ平行して舶5D%程度阻害されるにとどまった。これに対して,DNA合成阻害
 剤であるMi.tomycin及びPhleon]ycinを用いた場合には,ク・・フィル形成は著明に阻
 害されたが,δ一ALA合成酵素の活性増大はほとんど阻害されず,時に対照をこえる活性を示
 した。以上の各種阻害剤の影響より推察すると,δ一ALA合成酵素の誘導的形成は単純にm-
 RNAゐ合成増加に訟存するようであるが,ク・・フィル形成の場合には,その上さらにDNA
 の新生ないしは代謝回転が要求されるものと判断され,両者の誘導機作の栂童はDNA合成段階
 を含むか含まないかと云う点にかかっていることが強く示唆容れた。
 ク・ロフイルとδ一ALA合成酵素の誘導的形成は,δ一AL、Aを少量培地に添加すること
 によっても強く抑制された。また阻害の程度はクロロフィル形成について特に顕著であった。チ
 トクロームCを培地に加えた場合にもこれと類似の阻害が認められた。これに反してヘマテγ添
 加ではむしろ,δ一ALA合成酵素の誘導阻害の方が優勢であった。この種の阻害については,
 (1)ク・・7イル合成の中間体によって酵素合成やク・自7イル合成がfeedriack阻害をうけ
 る可能性と(2)ヘミy誘導体の添加によって細胞呼吸が活発となり,内部環境が好気条件に近づく
 ために合成が抑制される可能性とが考えられる。
 以上の諸実1獅婦謄綜合すると,δ一ALA合成酵素はポルフィリン・クロロフィル合成の第1段
 階を触媒す樋鑓醐{で丈あるが,ポルフイリ殉ク・・フイノレ生合成の千購と云噸点から
 みると,この嵯素活性だけが決定的因子ではな(,そのほかにも,クロロフィル合成を支配する
 種々の複雑友機構の存在することが推定される。
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 審査結果の要旨
 光合成細菌RhodOP8eUdG阻OnasSp肋ro土desはポルフイ1」ン合成能が狸いので,七の
 生合成の研究には好:通な材'料であるが,この菌は騙同音培養ではポルフィリン合成酵素活性が著しく
 低(,壬た細菌ク・・フィルを合成しない。しかしこの好気暗培養菌でも・これを低酸素分EE乗1生に
 うつすと,光照射がなくても急速にポルフィリン合成能が高まり,同時に細菌ク・・フィル'形成が
 誘導される。著者は本論文にむいて,このような環境転換によって誘填されるボ'レ7イリン合成酵素
 の合成,むよび細菌ク・・7イル形成の現象を解析し,七の調節磯購を解明しようと企てている。著
 者が得た主な実験成麟は次のようである。
 培地から鉄を除(とク・・7イル形成はgo%以上阻害されるが,δ一ALA合成酵素の合成はほ
 とんど阻害されない。またク・・フィル形成は酢酸,クエン酸,チトク・一ム。のいづれの添加によ
 ってもかなり著明に抑制さカ.たが,これらの物質の添η臼はδ一ALA合成酵素の合成に対しては見る
 べき影響を与えなかった。ただしチトク・一ムC添加はδ一ALAdebydraseの合成をも若干
 抑制した。これに対してヘマチン添η11は,δ一ALA合成酵素およびδ一ALAdピ・hydrase
 の合成をともに強く阻害したにもかかわら勇ク・・フィル形成に熱する阻害は甚だ軽微であった。
 またδ一直LA合成韓素の合成は誘遵の途中で培地にδ一へLAが添加されると直ちに阻害されたが
 ク・・フィル形成の阻害は軽度であった。次に抗生物質のうちク・ラムフェニコール,アクリフラビ
 ン,アクチノマイシン等はク・コフイル形成とδ一ALA合成酵素の合成をともに同程度に阻害した
 が,マイトマイシンはク・・ツイル形成のみを強力に阻写し,δ一ALA合成酵素の合成阻害は僅微
 であった。
 以上のほか多数の実験成績にもとづき,著者は,ポルフィリン生合成系の諸畔素の誘導的合成と,
 ク・・フィルの誘導的形成とは,部分的には共通の調節機講の支配をうけるが,七のほか両系に七れ
 ぞれ独立にはたらく調節機構が存在すること,したがってδ一ALA合成酵素活性の高低が必ずしも
 ク・・フィル形成の大小を支配するものではないことを明らかにした。著者はさらにてれぞれの調節
 機概について適切な考察を加えてむり,ボル7イリン生合成の生理的調節の理解を深める上で貢献す
 るところが大きい。
 したがって本論丈は学位を授与するに値するものと認める。
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